
自然・環境に

恵まれたまち

市では、資源物を集団回収している団体に、回収した資源物

1kgにつき8円の「地域リサイクル活動推進補助金」を交付

しています。補助金を申請するためには、市内在住者で組織

され営利を目的としない団体を事前に登録する必要がありま

す。平成３０年1月末現在166団体が登録しており、交付さ

れた補助金は、団体の運営に役立てていただいています。平

成28年度は皆さんのご協力で、紙類1,688t、布類108t、

金属類53t、合計で1,849tの資源物を回収することができま

した。紙類などをリサイクルすることで、燃やすごみの焼却

量を減らすことができ、最終処分場やごみ焼却施設の負担を

減らすことにつながります。

都心から２０km圏内に位置し、わずかな時間で都心部へア

クセスすることができる利便性。そして、市内中央を流れる

黒目川や農家の風景が残る旧高橋家住宅など、いまだ感じら

れる武蔵野のみずみずしい面影。これら、自然と利便性と、

コミュニティの理想的なバランスを追求し続けていくまちの

姿を「むさしのフロントあさか」という言葉に託し、その魅

力を伝えています。

問／資源リサイクル課

456-1593

「むさしのフロントあさか」

～まちの魅力を伝える言葉～

～地域の輪でリサイクル推進～

市では、今後も自然・環境に恵まれたまちを目指し、ごみ

の減量化及び再資源化を推進していきます。

第５次朝霞市総合計画の将来像「私が 暮らしつづけたいまち

朝霞」。“暮らしつづけたい”と思えるまちを目指した４つの基

本概念（コンセプト）から見た市の取り組みを紹介しています！

今回は「自然・環境に恵まれたまち」の取り組みです。

問／文化財課 463-2927

朝霞らしい景観をつくる優れた自然特性や歴史文化を、住

宅都市としての快適さ、にぎわいや活気づくりとともに、

これからも市は大切に守り育んでいきます。

東かすみ台町内会は、地域リ

サイクル活動推進補助制度の団

体登録をしており、約190世

帯が協力し、毎月１回、アルミ

缶や紙類等の資源物を毎月

1,000kgから2,000kg回収し

ています。交付された補助金は

現在建設中の町内会館の建設費

用や私道の改修に使用していま

す。松井町内会長は、「この制

度があることで、リサイクルの

国指定重要文化財「旧高

橋家住宅」は、江戸中期

の木造平屋建て・茅葺の

農家建築です。周囲に広

がる雑木林や畑とともに、

武蔵野の農家の景観を伝

えています。県指定の史

跡「柊塚古墳」は、新河

意識が高まり、町内会の運営費用にもなって助かっている。

呼びかけや回収活動を通じて、地域のコミュニケーションに

つながっている」と話していました。

市は暮らしつづけたいと思えるまちを目指し、「行政評価制

度」を活用して市の取り組みを検証しています。

行政評価制度は、行政サービスの向上、効率化、コスト削減を

進め質の高い行財政運営を実現すること、目標に対する達成度、

成果、効果を明らかにすることをで行政活動の透明性の向上と説

明責任を果たし、市政への理解を促進することを目的としていま

【市の自己評価】【市民からの評価】

○市政モニターに訊く

○ホームページで

アンケートをとる

○施策や事業の

達成度を数値化

○成果を分析し今後の

展開方針などを決定

つながりのある

元気なまち

安全・安心

なまち

自然・環境に

恵まれたまち

第４回

第３回

シリーズ “暮らしつづけたいまち” を目指して

問／政策企画課

463-3089

「今までどおりに

進めてほしい。」

「方向性が違うの

ではないか？」

「こんな改善はど

うか？」

などの意見、提言

「重点的に取り組

んでいきます。」

「新たな方向で検

討してみます。」

など、検討、実行

委員

職員

【外部評価】
外部評価委員会は、市民からの評価を

参考にしながら市の行った自己評価を

検証し、市へ意見を提出しています。

＼最終回／

そして今月号は、

シリーズ最終回！やりとり

これからも、取組

を進めていきます。

朝霞に暮らす

皆さんに、市の取

組について知って

いただきたい

子育てが

しやすいまち

第２回

市の取組について、広報あさかに

シリーズ連載し紹介してきました。

シリーズ

“暮らしつづけたいまち”を目指して第１回

私が 暮らしつづけたいまち 朝霞

岸川を望む台地の緑辺部に立地する、県南部で唯一墳丘が現

存する前方後円墳です。広場からはさいたま新都心、東京ス

カイツリーなど、武蔵野台地の先端からの眺望を楽しむこと

ができます。市指定天然記念物「湧水代官水」は、崖線の谷

頭から出る湧き水で、古くから地域の人々に利用され親しま

れてきました。周囲の自然景観とともに、かつての生活や文

化が伝えられている場所です。


